
1999年出上の木簡

福
岡
。
長

安
寺
廃
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
朝
倉
郡
朝
倉
町
大
字
須
川
字
馬
乗

・
鐘
突

２
　
調
査
期
間
　
　
第
八
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
一
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
朝
倉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
姫
野
健
太
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
前
半
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

朝
倉
町
は
筑
後
川
中
流
の
右
岸
に
位
置
し
、
古
代
に
お
い
て
は
大
学
府
か
ら

豊
後
に
抜
け
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
長
安
寺
廃
寺
跡
は
朝
倉
町
の
ほ
ぼ
中

央
部
の
長
安
寺
区
に
所
在
す
る
。

本
遺
跡
は
江
戸
時
代
か
ら
、

斉
明
天
皇
が
行
幸
し
た
朝
倉
橘

広
庭
宮
跡
の
比
定
地
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
こ
の
伝
承
に
も
と

づ
き
、　
一
九
三
三
年
よ
り

「宮

利

跡
」
究
明
の
た
め
数
回
の
発
掘

甘

調
査
が
、
福
岡
県
に
よ
り
行
な

ぐ

わ
れ
た
。
『福
岡
県
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第

一
二
輯

（福
岡
県
　
一
九
三
七
年
）
に
よ
る
と
、

寺
域
推
定
地
の
ほ
ぼ
中
央
に

「葺
石
の
如
き
状
態
」
で
地
固
め
さ
れ
た
区
域
と
、

寺
域
推
定
地
の
東
端
に
お
い
て
、
南
北
四
六
尺
東
西
三
四
尺
の
規
模
を
も
つ
三

間
×
五
間
の
南
北
棟
礎
石
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
七
点
の
墨

書

・
ヘ
ラ
書

・
刻
印
土
器
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
ら
墨
書
土
器
の
内
容
か
ら
寺
名

を

「朝
倉
大
寺
」
と
し
、
主
要
伽
藍
の
ほ
か
僧
坊

・
食
堂

・
鐘
楼
な
ど
の
建
物

を
持
ち
、
四
〇
人
以
上
の
僧
侶
を
配
す
る
寺
院
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

『朝
倉
橘
広
庭
宮
跡
伝
承
地
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
（九
州
歴
史
資
料
館

一
九
七
六
年
）
で
は
、
寺
域
東
端
の
礎
石
建
物
を
四
間
×
五
間
の
南
北
棟
と
修

正
し
た
う
え
で
、
検
出
遺
構
を
総
合
的
に
考
察
し
、
「宮
跡
の
存
在
は
勿
論
、

主
要
伽
藍
の
存
在
さ
え
あ
や
ぶ
ま
」
れ
、
「か
な
り
の
大
寺
院
を
想
定
し
て
い

た
が
、
そ
れ
さ
え
検
討
を
要
す
る
」
と
し
て
、
寺
院
の
規
模
を
下
方
修
正
し
た
。

一
九
九
七
年
か
ら
は
、
町
教
委
が
大
宰
府
式
鬼
瓦
、
鴻
鮨
館

・
老
司
式
の
瓦

が
出
土
す
る

「長
安
寺
廃
寺
跡
」
と
し
て
の
遺
跡
保
護
を
目
的
に
、
範
囲
確
認

調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
第
八
次
調
査
は
、　
一
九
九
三
年
に
調
査
さ
れ
た
東
西

方
向
の
落
ち
込
み
を
寺
域
の
北
端
の
溝
と
想
定
し
、
寺
域
北
辺
区
画
溝
の
様
相

を
把
握
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。
溝
は
概
ね
東
西
方
向
に
流
れ
、
こ
れ
と
直

行
す
る
方
向
に
三
×
一
二
ｍ
の
調
査
区
を
設
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
溝
は
幅
九

ｍ
深
さ

一
・
二
ｍ
で
、
断
面
は
逆
台
形
状
を
呈
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
遺
物
の
出
土
は
周
辺
の
整
地
土
の
流
れ
込
み
を
挟
ん
で
、

上
層
と
下
層
に
分
か
れ
る
。
整
地
土
の
流
れ
込
み
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
概
ね



奈
良
時
代
後
半
で
、
木
簡
の
多
く
は
整
地
土
流
れ
込
み
の
上
面
付
近
で
出
土
し

た
。
ま
た
、
遺
物
は
両
岸
か
ら
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
溝
の
南
北
に
建
物
が
想
定

さ
れ
る
が
、
建
物
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、　
一
九
三
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
、
九
五
点
の
墨
書
土
器
が
出

土
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
「大
寺
」
「寺
」
「知
識
」
な
ど
寺
院
に
関
す
る

も
の
、
「乙
成
」
「又
王
」
「何
束
」
（筑
前
国
上
座
郡
何
東
郷
）
な
ど
固
有
名
詞
と

考
え
ら
れ
る
も
の
、
「主
帳
」
「須
」
「小
」
「申
□
」
「中
」
粂

ラ
書
き
）
な
ど

が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

屋

座
座
座
力
〕

口

〔座
己

□
□
□
□
座
座
座
座
□
□

調
日
Ｈ
日
日
日
日
日
日
巴

（削
り
残
り
）

『日
日
日
日
日
日
日
日
日
――
巳

（削
り
残
り
）

□
□

「万
呂
□
民
上
主
村
国

〔上
力
〕

□
□
〔
五
カ
〕

「
一
升
□
合

口
示
□

（表
面
）

「回
二

（左
側
面
）

「　
不

企暴
面
）

各
　
次
力
〕

ロ

マ
ロ

(1)(5)は )(3)(2)

（
溺

９

×

ａ
ｅ

×
Ｆ

ρ
∞
∞
）
×
］
Φ
×
Φ

（
∞
∞
）
×
∞
∞
×
ト

（
３

じ

×

Ｓ
ｅ

×
ト

（
ω
ω
）
×
Ｐ
『
×
μ
釦
　
ｏ
ｏ
伽

Φ
∞
μ

Ｏ
Ｐ
Φ

Ｏ
Ｐ
Φ

(表面)(裏面)
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出
土
木
簡
は
全
部
で
五
点
。
ω
は
上
下
折
れ
、
右
削
り
、
左
割
れ
。
表
面
は

「座
」
字
の
習
書
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
本
遺
跡
が
位
置
す
る
上
座
郡
と
関
係

す
る
か
。
②
は
上

・
左
右
削
り
、
下
折
れ
。
右
側
面
の
削
り
は
左
側
面
よ
り
も

荒
く
二
次
的
削
り
の
可
能
性
あ
り
。
裏
面
は
加
工
さ
れ
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の

木
製
品
を
転
用
し
た
も
の
か
。
歴
名
風
の
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
①
は
上
下
折
れ
、

左
右
削
り
。
小
断
片
で
あ
り
、
文
字
は
確
定
し
難
い
。
い
は
下
折
れ
、
左
割
れ
。

上
部
は
九
み
を
つ
け
て
加
工
す
る
。
荷
札
か
。
「各
マ
」
は

「額
部
」
で
額
田

部
の
こ
と
で
あ
ろ
う

（
『平
城
宮
木
簡
』
三
、
二
九
一
五
号

・
三
二
九
五
号
木
簡
な
ど

参
昭
じ
。
⑬
は
四
角
柱
の
三
面
に
文
字
を
書
く
。
上
部
は
四
角
錐
状
に
削
る
。

中
国
で
は
こ
う
し
た
形
状
の
木
簡
は

「飢
」
と
呼
ば
れ
る
。
同
様
の
形
状
の
も

の
は
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡
に
例
が
あ
る

（本
誌
第
一
一〇
号
）。
裏
面
を
中
心
に
焼

痕
あ
り
。

い
ず
れ
も
字
数
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
不
明
な
点
も
多
い
が
、
墨
書
土
器
の

記
載
や
郡
名
と
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
習
書
か
ら
、
本
遺
跡
が
上
座
郡
の
い
わ

ゆ
る

「郡
寺
」
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「触
」
状
木
簡
の

出
土
も
興
味
深
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己

・
馬
場
基
が

行
な
っ
た
。（１

１
７
　
姫
野
健
太
郎
　
８
　
馬
場
　
基
〈奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
》

木

簡

研

究

第

冥

号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
孝

一
九
九
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
四
坪
　
薬
師
寺
旧
境
内
　
大
安
寺

旧
境
内
　
興
福
寺
旧
境
内
　
東
大
寺
　
阪
原
阪
戸
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡

右
京
九
条
四
坊
　
飛
鳥
京
跡
　
定
林
寺
北
方
遺
跡
　
金
剛
寺
遺
跡
　
下
茶
屋
遺
跡

長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
三
町
　
大
坂
城
跡
ω

大
坂
城
跡
②
　
大
坂
城
下
町
跡
　
若
江
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
⑪
　
袴

狭
遺
跡
②
　
砂
入
澄
跡
　
祢
布
ヶ
森
潰
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
木
梨

・
北
浦
遺
跡

藤
江
別
所
遺
跡
　
阿
形
遺
跡
　
伊
勢
寺
遺
跡
　
御
殿

・
二
之
宮
遺
跡
　
東
中
館
跡

長
崎
遺
跡
　
八
幡
前

。
若
宮
遺
跡
　
大
宮
遺
跡
　
一二
堂
遺
跡
　
鳴
田
遺
跡
　
大
戊

亥
遺
跡
　
杉
崎
廃
寺
　
一死
総
社
寺
田
遺
跡
　
南
Ａ
遺
跡
　
安
子
島
城
跡
　
山
王
遺

跡
　
今
塚
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
福
井
城
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一月
水
大
西
遺

跡
　
西
念

・
南
新
保
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
宮
長
竹
ヶ
鼻
遺
跡
　
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺

跡
　
円
城
寺
前
遺
跡
　
古
市
遺
跡
　
郡
山
城
下
町
遺
跡
　
周
防
国
府
跡
　
初
瀬
遺

跡
　
船
戸
遺
跡
　
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
　
原
の
辻
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
街

（
一
六
）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
五

・
十
六
坪

沖
縄
の
呪
符
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
里
純

一

い
ま
に
息
づ
く
呪
符

・
形
代
の
習
俗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
義
雄

文
書
木
簡
は
い
つ
廃
棄
さ
れ
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
隆
雄

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
畳
の
頭
板
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
荷
札
木
簡
の
一
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
景
二

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円
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